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１
．
は
じ
め
に

　

横
浜
居
留
地
は
、
幕
末
の
１
８
５
９
（
安
政
６
）
年
の
開
港
と
と

も
に
整
備
さ
れ
た
山
下
居
留
地
と
、
１
８
６
７
（
慶
応
３
）
年
に
そ

の
南
側
に
増
設
さ
れ
た
山
手
居
留
地
の
２
つ
に
よ
り
な
る
。
居
留
地

に
暮
ら
し
た
外
国
人
た
ち
は
、
西
洋
式
の
建
物
、
鉄
道
、
公
園
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
、
様
々
な
西
洋
の
技
術
や
文
化
を
居
留
地
に
持
ち

込
ん
だ
。
現
在
で
も
、
居
留
地
ゆ
か
り
の
施
設
に
は
、
当
時
の
雰
囲

気
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
散
策
を
楽
し
む
人
々
が
多
く
訪
れ
る
。
一

方
、
山
下
・
山
手
の
居
留
地
の
他
に
、「
外
国
人
遊
歩
道
」
と
い
う
、

居
留
地
に
暮
ら
し
た
外
国
人
た
ち
が
眺
望
や
社
交
を
楽
し
み
な
が
ら

遊
歩
し
た
道
が
存
在
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

外
国
人
遊
歩
道
は
、
山
手
居
留
地
の
立
地
す
る
海
抜
４
０
～
５
０

メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
地
を
周
遊
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
延
長
約
１
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道
で
、
１
８
６
４
（
元
治
元
）
年
に
開
通
し
、

１
９
６
６
（
慶
応
２
）
年
に
完
成
し
た
（
図
１
）⑴
。
こ
の
遊
歩
道
は
、

マ
カ
ダ
ム
舗
装
と
い
う
表
面
を
石
や
砂
利
な
ど
で
敷
き
固
め
ら
れ
た

道
で
、
日
本
で
初
め
て
の
本
格
的
な
馬
車
道
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も

有
名
な
横
浜
関
内
の
馬
車
道
は
１
８
６
８
（
慶
応
４
）
年
の
開
通
で

あ
る
。
外
国
人
遊
歩
道
は
そ
れ
よ
り
２
年
早
い
。

　

こ
の
遊
歩
道
は
、
当
時
外
国
人
た
ち
が
「
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ベ
イ
」
と

呼
び
親
し
ん
だ
根
岸
湾
な
ど
の
風
光
明
媚
な
土
地
や
、
根
岸
競
馬
場

（
現
在
の
根
岸
森
林
公
園
）
や
山
手
公
園
な
ど
の
西
洋
の
娯
楽
施
設

を
繋
い
で
い
た
。
居
留
地
に
暮
ら
し
た
人
々
は
馬
車
で
遊
歩
道
を
周

遊
し
な
が
ら
、
眺
望
や
社
交
を
楽
し
ん
だ
。
当
時
の
様
子
は
、
外
国

人
写
真
家
や
そ
の
日
本
人
弟
子
た
ち
に
よ
る
風
景
写
真
に
数
多
く
収

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
彼
ら
が
撮
影
し
た
写
真
の
一
部
は
、
当
時

〈
論　

文
〉横

浜
・
外
国
人
遊
歩
道
の
風
景�

飯
田
　
晶
子
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流
行
し
た
横
浜
写
真
と
呼
ば
れ
る
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
に
水
彩
画
の
色

彩
を
施
し
た
土
産
物
用
の
美
し
い
写
真
や
、
そ
れ
を
使
っ
た
横
浜
絵

葉
書
と
し
て
、
現
代
に
ま
で
そ
の
様
子
を
伝
え
て
く
れ
て
い
る
⑵
。

　

本
稿
で
は
、
外
国
人
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
時
代
背
景
を
概
観
し

た
上
で
、
外
国
人
遊
歩
道
沿
い
で
幕
末
明
治
期
に
撮
影
さ
れ
た
横
浜

写
真
と
横
浜
絵
葉
書
を
用
い
て
、
当
時
の
横
浜
に
暮
ら
し
た
人
々
が
、

遊
歩
道
を
周
遊
し
な
が
ら
ど
の
よ
う
な
風
景
を
眺
め
て
い
た
か
振
り

返
っ
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
特
に
丘
陵
地
の
地
形
に
着
目
し
、
変
化

に
富
む
丘
陵
地
の
地
形
を
生
か
し
て
生
み
出
さ
れ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
景
観
の
構
造
を
分
析
し
て
い
く
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、「
風
景
」
と
「
景
観
」
と
い
う
微
妙
に
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
異
な
る
２
つ
の
用
語
を
使
い
分
け
て
い
る
。
両
者
の
違
い
に

つ
い
て
確
定
し
た
定
説
は
存
在
せ
ず
、
ほ
と
ん
ど
同
義
と
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
本
稿
で
は
「
風
景
」
を
眺
め
の
対
象
を
自
分

と
分
け
隔
て
な
く
情
緒
的
に
捉
え
て
い
る
場
合
に
用
い
、「
景
観
」
を

眺
め
の
対
象
と
自
分
と
を
切
り
離
し
、
対
象
を
客
観
的
に
、
分
析
的

に
捉
え
る
場
合
に
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
人
々
が

見
た
眺
め
を
示
す
場
合
は
「
風
景
」
と
い
う
用
語
を
用
い
、
現
在
そ

れ
を
分
析
的
に
捉
え
て
解
釈
す
る
場
合
に
は
「
景
観
」
と
い
う
用
語

を
用
い
て
い
る
。

２
．
外
国
人
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
た
時
代
背
景

　

居
留
地
が
設
置
さ
れ
た
当
時
、
外
国
人
が
外
出
可
能
な
範
囲
は
幕

府
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
１
８
５
８
（
安
政
５
）
年
の

日
米
修
好
通
商
条
約
第
七
条
「
十
里
遊
歩
規
定
」
に
よ
る
も
の
で
、
横

図１：居留地と外国人遊歩道
（フランス式彩色地図に加筆）
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浜
居
留
地
の
外
国
人
は
、「
神
奈
川 

六
郷
川
筋
を
限
と
し
て
其
外
：
各

方
へ
十
里
」
と
外
出
可
能
範
囲
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
横
浜

居
留
地
を
中
心
と
し
て
、
北
は
多
摩
川
ま
で
、
そ
の
他
の
方
面
へ
は
１

０
里
（
約
４
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。

自
由
に
外
出
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
外
国
人
は
、
居
留
地
開

設
当
初
か
ら
、
日
本
政
府
に
対
し
て
、
運
動
や
健
康
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の
た
め
に
、
遊
歩
道
、
公
園
、
競
馬
場
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
た
。
１
８
６
３
（
文
久
２
）
年
の
米
国
公
使
が
幕
府
に
あ
て
た
書

簡
に
は
、「
横
浜
に
居
留
す
る
外
国
人
並
び
に
其
の
外
国
人
を
訪
問
す

る
友
人
の
為
に
、安
静
に
し
て
意
を
悦
ば
し
む
る
程
の
遊
散
場
を
造
り
、

又
海
上
を
眺
望
し
て
横
浜
よ
り
本
牧
へ
往
還
す
る
の
道
を
造
る
」
と
記

さ
れ
て
い
る
⑴
。
さ
ら
に
、
１
８
６
４
（
元
治
元
）
年
の
「
横
濱
外
國

人
居
留
地
十
二
ヶ
條
覚
書
」
第
十
一
条
⑶
の
中
で
遊
歩
道
の
整
備
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
富
今
掛
念
の
場
合
も
有
之
に
付

日
本
政
府
に
て
外
國
人
の
東
海
道
出
行
可
成
丈
け
省
か
ん
為
に
日
本

政
府
に
て
長
サ
四
五
マ
イ
ル
巾
二
十
フ
ー
ト
に
減
せ
さ
る
善
き
街
道
を

外
國
人
運
動
の
為
に
根
岸
村
を
通
し
團
轉
し
既
に
差
出
し
た
る
圖
の

通
り
建
築
方
頭
取
メ
ジ
ョ
ル
、
レ
ー
の
差
圖
に
て
既
に
取
掛
り
た
る
工

作
に
従
て
営
む
こ
と
並
に
右
街
道
も
日
本
政
府
の
費
用
に
て
賄
ふ
へ

し
」。
す
な
わ
ち
、
長
さ
６
～
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
幅
６
メ
ー
ト
ル
の

街
道
を
外
国
人
の
運
動
の
た
め
に
つ
く
る
こ
と
、
外
国
人
技
師
の
設
計

図
に
沿
っ
て
進
め
る
こ
と
、
街
道
の
整
備
に
か
か
る
費
用
は
日
本
政
府

が
負
担
す
る
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、１
８
６
６（
慶

応
２
）
年
に
外
国
人
遊
歩
道
の
整
備
が
完
了
し
た
⑴
。
さ
ら
に
、
英
米

公
使
は
遊
歩
道
の
整
備
と
合
わ
せ
て
競
馬
場
や
公
園
の
設
置
に
つ
い
て

も
要
望
を
出
し
て
お
り
、
１
８
６
６（
慶
応
２
）年
に
根
岸
競
馬
場
が
、

１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
に
山
手
公
園
が
、
そ
れ
ぞ
れ
外
国
人
遊
歩
道

沿
い
に
整
備
さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
に
居
留
地
に
お
い
て
近
代
的
な
娯
楽
・
社
交
施
設
が
整

備
さ
れ
た
１
９
世
紀
中
葉
は
、
西
洋
社
会
に
お
い
て
貴
族
社
会
が
衰

退
し
、
代
わ
り
に
産
業
革
命
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
中
・
上
流
階
級
の

い
わ
ゆ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
台
頭
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
た
ち
は
、
公
共
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
遊
歩
道
）
を
造
営
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
特
権
階
級
だ
け
の
た
め
で
あ
っ
た
ガ
ー
デ
ン
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を
一
般
へ
と
開
放
し
、
い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
（
公
け

の
遊
園
＝
公
園
）
を
次
々
に
整
備
し
て
い
た
⑷
。
日
本
に
渡
っ
て
き

た
外
国
人
た
ち
は
、
本
国
で
体
験
し
て
い
た
そ
の
よ
う
な
空
間
を
居

留
地
で
あ
る
横
浜
に
も
造
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

３
．
外
国
人
遊
歩
道
の
風
景

　

そ
れ
で
は
次
に
、
幕
末
明
治
期
に
撮
影
さ
れ
た
横
浜
写
真
と
横
浜

絵
葉
書
を
用
い
て
、
当
時
の
外
国
人
た
ち
が
眺
め
た
風
景
に
つ
い
て

そ
の
特
徴
を
み
て
い
こ
う
。
そ
の
際
、
視
対
象
（
眺
め
る
対
象
）、
視

点
場
（
眺
め
る
人
が
立
っ
て
い
る
場
所
）、
及
び
景
観
の
構
造
の
３
つ

の
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
く
。
な
お
、
本
稿
で
は
文
献
⑸
～
⑽
で
整

理
さ
れ
て
い
る
横
浜
写
真
・
横
浜
絵
葉
書
の
う
ち
、
外
国
人
遊
歩
道

沿
い
に
お
い
て
撮
影
さ
れ
た
こ
と
が
特
定
で
き
た
２
３
９
枚
の
写
真

を
用
い
て
い
る
⑾
。

（
１
）
視
対
象
の
特
性

　

は
じ
め
に
、
視
対
象
（
眺
め
る
対
象
）
の
特
性
に
つ
い
て
、
２
３

９
枚
の
外
国
人
遊
歩
道
沿
い
の
写
真
に
写
さ
れ
た
景
観
要
素
に
着
目

し
て
み
て
い
こ
う
。

　

ま
ず
、
各
写
真
に
つ
け
ら
れ
た
表
題
と
説
明
文
を
も
と
に
、
風
景

の
主
題
と
な
っ
て
い
る
主
要
な
景
観
要
素
を
抽
出
し
、
建
築
物
、
水
、

緑
と
い
う
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、
そ
れ
を
さ
ら
に
具
体
的
に
分
類
し
た

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
整
理
し
た
（
図
２
）。
そ
の
結
果
、
多
く
の

写
真
で
主
要
な
景
観
要
素
と
し
て
撮
影
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て

は
、
山
下
居
留
地
（
４
３
枚
）
や
本
牧
・
根
岸
の
村
（
２
０
枚
）、
元

町
（
１
６
枚
）
と
い
っ
た
「
街
並
」
と
、
堀
川
（
３
３
枚
）
や
本
牧

の
海
と
岬
（
１
７
枚
）
と
い
っ
た
「
川
」
や
「
海
」
な
ど
の
水
辺
に

関
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。そ
の
他
に
、西
洋
建
築
物（
１

３
枚
）
や
寺
社
（
１
４
枚
）
や
茶
屋
（
１
４
枚
）
な
ど
の
「
単
体
建

築
物
」
を
写
し
た
も
の
、
階
段
・
坂
道
（
２
７
枚
）
な
ど
の
「
土
木

構
造
物
」
を
写
し
た
も
の
、
公
園
・
墓
地
（
１
３
枚
）
と
い
っ
た
「
屋

外
施
設
」
を
写
し
た
も
の
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

次
に
、
主
要
な
景
観
要
素
だ
け
で
な
く
、
写
真
に
写
さ
れ
た
全
て

の
景
観
要
素
に
関
し
て
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
列
挙
し
た
（
図
３
）。

そ
の
結
果
、
谷
戸
斜
面
緑
地
、
海
岸
段
丘
緑
地
、
鎮
守
の
森
、
遠
方
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の
半
島
や
富
士
と
い
っ
た
「
自
然
」
の

要
素
や
、
橋
や
道
と
い
っ
た
「
土
木
構

造
物
」
の
要
素
も
出
現
頻
度
が
高
か
っ

た
。
先
の
主
要
な
景
観
要
素
を
「
図
」

と
捉
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
「
地
」

と
し
て
の
役
割
が
あ
る
。
特
に
、
前
者

の
自
然
的
要
素
は
景
観
の
背
景
と
し

て
、「
図
」
に
あ
た
る
対
象
物
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
効
果
が
あ
り
、
後
者
の

橋
や
道
は
景
観
の
舞
台
と
し
て
、「
図
」

に
あ
た
る
対
象
物
が
存
在
す
る
土
台
を

支
え
、
か
つ
躍
動
感
を
与
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
居
留
地
の
近
郊
と
い
う
場
所

性
か
ら
、
和
・
洋
の
両
方
の
要
素
が
見

ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
日
本
建
築
物
（
寺
社
４
４

枚
・
茶
屋
３
６
枚
）
と
西
洋
建
築
物
（
２

図２：主要な景観要素の出現写真枚数（出典：文献12）

図３：全ての景観要素の出現写真枚数（出典：文献12）
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９
枚
）、
日
本
人
街
（
元
町
１
０
８
枚
）
と
外
国
人
街
（
山
下
居
留

地
７
６
枚
）、
日
本
の
緑
地
（
田
畑
２
８
枚
）
と
西
洋
の
緑
地
（
公
園
・

墓
地
・
射
撃
場
・
競
馬
場
が
計
２
６
枚
）
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
外
国
人
遊
歩
道
沿
い
に
は
、
人
工
と
自
然
、

西
洋
と
日
本
と
い
う
一
見
相
反
す
る
要
素
の
両
方
が
混
じ
り
合
っ
た
、

当
時
と
し
て
は
特
異
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

当
時
居
留
地
に
暮
ら
し
た
外
国
人
は
、
遊
歩
道
や
公
園
や
競
馬
場
な

ど
、
本
国
と
同
じ
近
代
的
施
設
を
導
入
し
な
が
ら
も
、
日
本
的
な
要

素
が
入
り
混
じ
っ
た
そ
の
風
景
を
楽
し
ん
だ
に
違
い
な
い
。

（
２
）
視
点
場
の
特
性

　

次
に
、
外
国
人
遊
歩
道
沿
い
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
視
点
場
（
眺

め
る
人
が
立
っ
て
い
る
場
所
）
の
特
性
を
み
て
い
こ
う
。

　

本
論
文
で
は
、
写
真
の
表
題
と
説
明
文
、
写
さ
れ
た
視
対
象
よ
り

視
点
場
を
判
別
し
、
１
８
８
２
（
明
治
１
５
）
年
に
大
日
本
帝
国
陸

軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地

図
へ
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
横
浜
市
の
地
質
・
地
形

区
分
図
を
も
と
に
作
成
し
た
図
に
重
ね
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
異
な
る

図４：地形分類と視点場の立地（出典：文献12）
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地
形
分
類
に
位
置
す
る
２
６
箇
所
の
視
点
場
を
抽
出
で
き
た
（
図

４
）。
地
形
分
類
図
を
用
い
た
理
由
は
、
こ
の
地
に
お
け
る
景
観
が
、

丘
陵
地
の
起
伏
や
川
や
海
な
ど
地
形
的
な
要
素
に
大
き
く
左
右
さ
れ

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
最
も
撮
影
枚
数
が
多
い
も
の
は
段
丘
斜
面（
視

点
場
６
カ
所
、
写
真
計
６
４
枚
）
で
あ
り
、
水
面
（
視
点
場
１
カ
所
、

写
真
計
５
２
枚
）、
低
位
段
丘
面（
視
点
場
５
カ
所
、
写
真
計
４
０
枚
）、

砂
州
（
視
点
場
２
カ
所
、
写
真
計
３
３
枚
）、
谷
底
低
地
（
視
点
場

５
カ
所
、
写
真
計
２
１
枚
）
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
視
点
場
は
丘
陵
と
低
地
の
境
界
で
あ
る
崖
線
や
、

陸
と
川
や
海
な
ど
が
交
わ
る
水
辺
な
ど
、
際
（
き
わ
）
の
空
間
に
集

中
し
て
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。
一
方
、
後
背
湿
地
や

氾
濫
平
野
な
ど
の
低
地
の
開
け
た
場
所
に
は
視
点
場
は
存
在
し
て
い

な
い
。
際
（
き
わ
）
は
、
風
景
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
切
り
替
わ
る
地

点
で
あ
り
、
風
景
を
眺
め
る
場
所
と
し
て
当
時
の
人
々
に
も
好
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

（
３
）
風
景
写
真
に
み
る
景
観
の
構
造

　

続
い
て
、
実
際
に
外
国
人
遊
歩
道
沿
い
で
撮
影
さ
れ
た
風
景
写
真

を
元
に
、
そ
れ
を
分
析
的
に
捉
え
た
際
に
見
え
て
く
る
景
観
の
構
造

を
読
み
解
い
て
見
よ
う
。
表
１
は
、
視
対
象
と
視
点
場
の
特
性
の
分

析
よ
り
に
明
ら
か
に
な
っ
た
主
要
な
景
観
要
素
と
２
６
の
視
点
場
の

関
係
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
風
景
を
対
象
と
し
た

写
真
で
、
か
つ
同
じ
構
図
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
が
４
枚
以
上
見
ら
れ

た
も
の
を
外
国
人
遊
歩
道
に
お
け
る
代
表
的
な
風
景
と
し
て
抽
出
し

た
。
そ
の
結
果
、
Ａ
か
ら
Ｍ
ま
で
の
１
３
の
風
景
を
抽
出
す
る
こ
と

が
で
き
た
（
図
５
）。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
１
３
の
風
景
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
視
対
象
と
視
点
場
と
い
っ
た
空
間
構
造
に
関
す
る
分
析
に

加
え
、
視
野
の
範
囲
と
視
線
の
向
き
と
い
っ
た
視
覚
構
造
に
関
す
る

分
析
を
行
な
っ
た
。

　

な
お
、
視
野
の
範
囲
と
は
、
視
対
象
が
「
近
景
」・「
中
景
」・「
遠
景
」

の
ど
の
範
囲
に
わ
た
る
か
と
し
、
視
線
の
向
き
と
は
、
視
対
象
に
対

す
る
視
線
の
向
き
が
「
俯
瞰
景
」（
高
所
よ
り
見
渡
す
景
）・「
仰
視
景
」

（
低
所
よ
り
仰
ぎ
見
る
景
）・「
正
面
景
」（
対
象
物
を
正
面
か
ら
見
る

景
）
の
ど
れ
に
あ
た
る
か
と
し
た
⒀
。
以
降
で
は
、
こ
の
１
３
の
風

景
に
つ
い
て
、
順
に
そ
の
特
徴
を
み
て
い
こ
う
。
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図５：外国人遊歩道沿いの景観（フランス式彩色地図の上に加筆）（出典：文献12）

表１：個々の視点場における主要な景観要素の整理（出典：文献12）
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Ａ
の
「
堀
川
と
川
沿
い
の
街
並
」（
３
３
枚
）
は
、
山
下
居
留
地
と

元
町
の
間
を
流
れ
る
堀
川
沿
い
の
風
景
で
あ
る
。
岸
辺
や
橋
の
上
、

あ
る
い
は
川
に
浮
か
ぶ
船
の
上
か
ら
、
両
岸
の
街
並
を
見
通
し
て
お

り
、
近
景
か
ら
中
景
、
遠
景
へ
と
奥
行
き
の
あ
る
景
観
が
広
が
っ
て

い
る
。
例
に
あ
げ
た
写
真
１
は
、
左
手
に
山
下
居
留
地
が
、
右
手
に

元
町
の
町
並
み
が
写
っ
て
い
る
。
ま
た
、
左
手
奥
に
は
当
時
横
浜
を

代
表
す
る
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
が
、
右
手
奥
に
は
ひ

と
き
わ
大
き
な
増
徳
寺
の
屋
根
が
見
え
る
。
両
者
と
も
に
地
域
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
り
、
多
く
の
写
真
に
写
さ
れ
た
。
和
と
洋

が
出
会
う
こ
の
堀
川
の
風
景
に
は
特
異
な
趣
き
が
あ
り
、
外
国
人
遊

歩
道
沿
い
で
撮
影
さ
れ
た
２
３
９
枚
中
で
最
も
多
い
３
３
枚
の
写
真

に
収
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
堀
川
上
部
に
は
高
度
経
済
成
長
期
に
高

架
道
路
が
架
け
ら
れ
、
川
を
中
心
と
し
た
街
の
賑
わ
い
と
海
ま
で
見

通
せ
る
奥
行
き
あ
る
風
景
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

Ｂ
の
「
本
牧
十
二
天
の
岬
」（
１
２
枚
）
は
、
山
手
居
留
地
の
南
東

側
の
海
に
突
き
出
し
た
岬
に
あ
る
本
牧
十
二
天
を
眺
め
る
風
景
で
あ

る
。
現
在
は
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
周
囲
を
工
業
地
帯
に
囲
ま
れ
て
い

る
が
、
当
時
は
風
光
明
媚
な
土
地
と
し
て
知
ら
れ
た
。
例
に
あ
げ
た

写
真
２
に
は
、
近
景
に
樹
木
と
浜
辺
が
映
り
、
中
景
に
浜
辺
が
描
く

ゆ
る
や
か
な
内
向
き
の
カ
ー
ブ
の
先
に
あ
る
十
二
天
社
の
岬
と
麓
の

茶
屋
を
眺
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
先
の
遠
景
に
は
、
遮
る
も
の

の
何
一
つ
な
い
海
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
小
さ
な
内
海
の
穏
や
か

で
、
か
つ
遠
く
ま
で
見
渡
せ
る
景
観
は
、
日
本
人
・
外
国
人
を
問
わ

ず
人
々
に
魅
力
的
に
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
牧
十
二
天
の
た
め
に

わ
ざ
わ
ざ
外
国
人
遊
歩
道
の
支
道
を
開
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
当

時
の
人
気
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

写真１：堀川と川沿いの街並
（出典：文献９）
横浜開港資料館所蔵

写真２：本牧十二天の岬
（出典：文献10）
長崎大学附属図書館所蔵
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Ｃ
の
「
本
牧
三
の
谷
の
岬
」

（
５
枚
）
は
、
丘
陵
地
の
南
側
、

根
岸
湾
の
浜
辺
か
ら
、
現
在
の

三
渓
園
の
あ
る
本
牧
三
の
谷
を

眺
め
る
風
景
で
あ
る
。
例
に
あ

げ
た
写
真
３
で
は
、
近
景
に
は

海
を
眺
め
て
佇
む
人
や
船
が
見

え
、
そ
の
先
の
中
景
に
海
岸
段

丘
斜
面
の
緑
地
が
海
と
平
行
に
弧
を
書
き
な
が
ら
三
の
谷
ま
で
続
い

て
い
る
。
ほ
ぼ
中
央
に
配
さ
れ
た
三
の
谷
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
そ

の
手
前
の
海
岸
線
の
カ
ー
ブ
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
中
央

に
地
平
線
を
と
り
、
海
と
空
の
広
が
り
を
等
し
く
感
じ
る
構
図
で
、

奥
行
き
と
広
が
り
を
同
時
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
景
観
で
あ
る
。

現
在
は
、
埋
め
立
て
に
よ
り
海
岸
線
は
遠
の
き
、
ま
た
首
都
高
速
湾

岸
線
の
高
架
道
路
や
Ｊ
Ｒ
根
岸
線
な
ど
の
鉄
道
が
並
走
し
て
お
り
、

埋
立
地
と
市
街
地
を
強
く
分
断
し
て
い
る
。
も
と
も
と
の
景
観
構
造

は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
三
の
谷
の
岬
は
本
牧
風
致
地
区
に
含
ま
れ
保

全
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｄ
の
「
元
町
百
段
か
ら
の
居
留
地
」（
２
２
枚
）
は
、
現
在
の
元
町

百
段
公
園
の
斜
面
突
端
か
ら
居
留
地
の
街
並
と
海
を
眺
望
す
る
風
景

で
あ
る
（
写
真
４
）。
元
町
百
段
と
は
、
丘
の
上
に
存
在
し
た
浅
間
神

社
に
向
け
て
垂
直
に
伸
び
る
階
段
で
、
段
階
が
１
０
１
段
あ
っ
た
こ

と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
。
こ
こ
か
ら
の
眺
め
は
、
階
段
が
急
で
あ
る

た
め
に
近
景
は
見
え
な
い
か
、
あ
る
い
は
境
内
の
木
の
み
で
あ
り
、

主
に
中
景
か
ら
遠
景
に
か
け
て
の
元
町
と
山
下
居
留
地
の
街
並
と
海

を
眼
下
に
一
望
す
る
俯
瞰
景
が
広
が
っ
て
い
た
。
浅
間
神
社
と
元
町

百
段
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
現
在
で
も
元
町

百
段
公
園
の
突
端
か
ら
は
み

な
と
み
ら
い
２
１
や
ベ
イ
ブ

リ
ッ
ジ
な
ど
新
た
な
横
浜
の

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
眺
望
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｅ
の
「
フ
レ
ン
チ
ブ
ラ
フ

写真３：本牧三の谷の岬
（出典：文献９）
横浜開港資料館所蔵

写真４：元町百段からの居留地
（出典：文献７）
横浜開港資料館所蔵
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か
ら
の
居
留
地
」（
１
３
枚
）
は
、
元
町
百
段
よ
り
や
や
西
側
の
地
蔵

坂
脇
に
あ
る
フ
レ
ン
チ
ブ
ラ
フ
（
ブ
ラ
フ
と
は
切
り
立
っ
た
地
形
の

意
味
）
と
呼
ば
れ
た
斜
面
の
突
端
か
ら
、
居
留
地
の
街
並
と
海
を
眺

望
す
る
風
景
で
あ
る
。
例
に
あ
げ
た
写
真
５
は
、
近
景
に
吉
田
新
田

の
埋
立
の
た
め
に
削
ら
れ
た
山
手
の
丘
の
斜
面
が
む
き
出
し
に
な
っ

て
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
奥
の
中
景
か
ら
遠
景
に
か
け
て
、

堀
川
と
山
手
居
留
地
、
海
が
続
い
て
見
え
る
。
現
在
、
こ
の
地
は「
山

手
イ
タ
リ
ア
山
庭
園
」
と
し
て
一
般
開
放
さ
れ
て
お
り
、
写
真
６
の

よ
う
に
庭
園
や
建
物
内
か
ら
横
浜
の
町
並
み
を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

Ｆ
の
「
根
岸
湾
と
漁
村
」（
２
０
枚
）
は
、
根
岸
競
馬
場
か
ら
根

岸
湾
へ
と
下
る
不
動
坂
か
ら
の
眺
望
風
景
で
あ
る
。
不
動
坂
は
、
急

な
崖
線
の
斜
面
に
対
し
て
、
斜
め
に
道
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

特
徴
が
あ
る
。
例
に
あ
げ
た
写
真
７
で
は
、
近
景
に
不
動
坂
と
段
丘

斜
面
の
緑
地
が
見
え
、
中
景
か
ら
遠
景
に
か
け
て
根
岸
の
街
並
と
本

牧
岬
や
海
を
俯
瞰
す
る
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
根
岸
湾
の
海

は
、
ペ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
故
郷
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
の
海
に
似
て
い
た
こ

と
か
ら
「
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ベ
イ
」
と
名
付
け
ら
れ
、
居
留
地
に
暮
ら
し

た
外
国
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
、
根
岸
湾
の
埋
め

立
に
よ
り
坂
か
ら
は
煙
突
が
立
ち
並
ぶ
工
業
地
の
景
観
が
広
が
っ
て

お
り
、
漁
村
の
面
影
は
失
わ

れ
て
い
る
が
、
一
部
開
発
か

ら
免
れ
た
斜
面
緑
地
が
残
さ

れ
て
い
る
。

　

Ｇ
の
「
前
田
橋
と
元
町
百

段
」（
５
枚
）
は
、
山
下
居

留
地
側
の
堀
川
の
川
岸
か
ら

写真５：フレンチブラフから
の居留地（出典：文献５）
横浜開港資料館所蔵

写真６：現在の山手イタリア
山公園からの眺望（筆者撮影）

写真７：根岸湾と漁村
（出典：文献10）
長崎大学附属図書館所蔵
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前
田
橋
を
抜
け
、
そ
こ
か
ら

垂
直
方
向
へ
伸
び
る
元
町
百

段
を
仰
ぎ
見
る
風
景
で
あ

る
。
例
に
あ
げ
た
写
真
８
で

は
、
近
景
に
堀
川
と
前
田
橋

が
写
り
、
中
景
に
元
町
百
段

と
そ
の
上
の
浅
間
神
社
、
及

び
斜
面
緑
地
が
写
っ
て
い
る
。
ま
た
、
手
前
の
堀
川
沿
い
に
は
、
橋

を
行
き
交
う
人
々
や
川
を
ゆ
く
船
な
ど
が
見
え
る
。
現
在
は
、
堀
川

上
部
を
高
架
道
路
が
通
り
、
ま
た
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
元
町
百
段

と
浅
間
神
社
が
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
当
時
の
風
景
は
失

わ
れ
て
い
る
。

　

Ｈ
の
「
元
町
百
段
の
参
道
の
景
」（
６
枚
）
は
、
先
の
「
前
田
橋
か

ら
見
た
元
町
百
段
の
景
」
と
似
た
構
図
で
あ
る
が
、
前
田
橋
を
少
し

進
ん
で
元
町
の
街
か
ら
百
段
を
よ
り
近
く
に
仰
ぎ
見
る
風
景
で
あ

る
。
例
に
あ
げ
た
写
真
９
は
、
堀
川
の
水
辺
が
見
え
な
い
が
、
代
わ

り
に
近
景
に
元
町
百
段
と
斜
面
緑
地
の
表
情
が
よ
り
感
じ
ら
れ
る
。

現
在
、
百
段
の
登
り
口
に
は
商
店
が
立
ち
、
丘
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
斜
面
に
残
っ
た
緑
地
だ
け
が
当
時
の
名
残
り
を
示
し
て

い
る
。

　

Ｉ
の
「
白
滝
不
動
尊
の
参
道
」（
４
枚
）
は
、
旧
根
岸
村
の
白
滝

不
動
尊
を
参
道
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
風
景
で
あ
る
。
白
滝
不
動
尊
は
、

江
戸
時
代
よ
り
あ
る
不
動
院
で
、
そ
の
名
前
が
示
す
よ
う
に
階
段
の

脇
に
滝
が
あ
る
。
例
に
あ
げ
た
写
真
１
０
は
、
近
景
と
し
て
麓
の
茶

屋
と
と
も
に
、
参
道
の
石
段
の
途
中
に
和
傘
を
広
げ
た
着
物
の
親
子

が
写
り
、中
景
に
不
動
尊
と
斜
面
緑
地
が
写
っ
て
い
る
。こ
の
白
滝
は
、

当
時
は
、
幅
０･

６
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
１
８
メ
ー
ト
ル
の
横
浜
随
一
の

見
事
な
滝
で
あ
っ
た
が
⒁
、
現
在
は
、
丘
陵
地
上
の
開
発
に
よ
り
水

写真８：前田橋と元町百段
（出典：文献８）
横浜開港資料館所蔵

写真９：元町百段の参道の景
（出典：文献８）
横浜開港資料館所蔵

写真10：白滝不動尊の参道
（出典：文献８）
横浜開港資料館所蔵
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源
が
絶
た
れ
た
た
め
、
細
々
と
一
筋
の
水
が
流
れ
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
参
道
の
石
段
は
現
在
で
も
残
っ
て
お
り
、
鬱
蒼
と
茂
っ
た

斜
面
の
緑
と
と
も
に
か
つ
て
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
の
「
地
蔵
坂
」（
５
枚
）
は
谷
底
の
比
較
的
緩
や
か
な
地
形
を

利
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
地
蔵
坂
の
途
中
か
ら
、
坂
を
見
下
ろ
し
な
が

ら
眼
下
の
町
並
み
を
見
通
す
風
景
で
あ
る
。
写
真
１
１
は
、
近
景
か

ら
中
景
に
か
け
て
地
蔵
坂
と
そ
の
脇
の
谷
戸
斜
面
緑
地
を
見
て
、
そ

の
奥
に
山
下
居
留
地
と
海
と
を
遠
望
し
て
い
る
。
谷
底
の
道
の
も
つ

見
通
し
効
果
と
居
留
地
や
海
へ
の
視
界
と
い
う
２
つ
の
要
素
が
相

ま
っ
て
、
奥
行
き
を
生
ん
で
い
る
。
現
在
で
は
、
写
真
１
２
の
よ
う

に
道
路
沿
い
に
中
層
の
建
物
が
増
え
、
視
野
が
狭
ま
っ
て
い
る
が
、

坂
の
上
か
ら
は
道
の
先
の
遠
景
に
み
な
と
み
ら
い
２
１
な
ど
横
浜
の

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｋ
の
「
元
町
商
店
街
」（
１
６
枚
）
は
、
元
町
の
商
店
街
を
真
っ
直

ぐ
に
見
通
す
風
景
で
あ
る
。
左
手
に
山
手
居
留
地
の
斜
面
緑
地
が
見

え
る
。
な
か
で
も
浅
間
神
社
と
そ
の
鎮
守
の
森
が
際
立
っ
て
見
え
る
。

写
真
１
３
は
、
元
町
商
店
街
の
東
端
に
位
置
す
る
増
徳
寺
の
本
堂
脇

の
薬
師
堂
へ
上
る
階
段
か
ら
、
こ
の
元
町
商
店
街
を
近
景
か
ら
中
景

に
か
け
て
見
通
し
て
い
る
。
増
徳
寺
は
関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
焼
失

し
、
今
で
は
三
階
建
て
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
元
町
プ
ラ
ザ
」

が
建
っ
て
い
る
。
そ
の
二
階

の
テ
ラ
ス
か
ら
は
今
で
も
か

つ
て
と
同
じ
よ
う
に
元
町
商

店
街
を
見
通
す
こ
と
が
で
き

る
。

写真11：地蔵坂
（出典：文献10）
長崎大学附属図書館所蔵

写真12：現在の地蔵坂
（筆者撮影）

写真13：元町商店街
（出典：文献10）
長崎大学附属図書館所蔵
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Ｌ
の
「
射
撃
場
」（
４
枚
）
は
、
直
線
上
に
伸
び
る
谷
底
を
利
用

し
て
つ
く
ら
れ
た
射
撃
場
を
、
そ
の
谷
戸
の
脇
の
斜
面
か
ら
中
景
に

と
ら
え
て
眺
め
た
風
景
で
あ
る
。
こ
の
射
撃
場
は
軍
事
あ
る
い
は
余

暇
と
し
て
射
撃
の
練
習
に
使
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
射
撃
場
の

全
貌
を
こ
の
視
点
場
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
に
あ
げ
た
写
真

１
４
に
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
谷
戸
地
形
の
も
つ
見
通
し
効
果
に
よ

り
、
直
線
的
な
射
撃
コ
ー
ス
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
あ

た
り
一
帯
は
高
密
な
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。
写
真
１
５
に
見
て
と

れ
る
よ
う
に
谷
戸
の
直
線
的
な
構
造
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
た
真
っ

直
ぐ
に
伸
び
る
大
和
町
商
店
街
が
、
か
つ
て
の
射
撃
場
の
構
造
を
引

き
継
い
で
い
る
。

　

Ｍ
の
「
山
手
公
園
」（
１
０
枚
）
は
、
居
留
地
に
暮
ら
し
た
外
国

人
の
要
望
を
受
け
、
１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
に
日
本
で
初
の
近
代

公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
山
手
公
園
を
写
し
た
風
景
で
あ
る
。
山
手

公
園
は
、
段
丘
上
の
な
だ
ら
か
な
場
所
に
造
ら
れ
た
。
写
真
１
６
の

よ
う
に
、
丘
の
上
の
ゆ
る
や
か
な
芝
生
の
面
で
遊
ぶ
子
供
達
と
そ
れ

を
見
守
る
親
達
の
姿
、
花
壇
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
遊
ぶ
人
々
の
姿
な

ど
が
主
に
写
さ
れ
て
い
る
。
写
真
１
７
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在

の
山
手
公
園
に
も
そ
の
広
々
と
し
た
丘
の
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

樹
々
は
当
時
よ
り
も
大
き
く
な
り
、
緑
陰
が
濃
く
な
っ
て
い
る
。

写真14：射撃場
（出典：文献７）
横浜開港資料館所蔵

写真15：射撃場跡の商店街
（筆者撮影）

写真16：山手公園
（出典：文献７）
横浜開港資料館所蔵

写真17：現在の山手公園
（筆者撮影）
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４
．
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
横
浜
に
お
け
る
居
留
地
文
化
が
花
開
い
た
幕
末
明
治

期
の
風
景
に
つ
い
て
、
外
国
人
遊
歩
道
を
中
心
に
横
浜
写
真
・
横
浜

絵
葉
書
を
用
い
て
分
析
を
行
な
っ
た
。
外
国
人
遊
歩
道
は
、
居
留
地

や
海
を
一
望
で
き
る
丘
の
上
、
西
洋
式
の
公
園
や
競
馬
場
や
射
撃
場

な
ど
の
外
国
人
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
娯
楽
・
社
交
施
設
、
寺
社
な

ど
の
日
本
の
名
所
を
繋
い
で
い
た
。
そ
し
て
、
丘
陵
地
の
崖
線
や
水

辺
な
ど
の
地
形
の
際
（
き
わ
）
を
転
換
点
と
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
風
景
が
変
化
、
展
開
す
る
表
情
豊
か
な
遊
歩
道
で
あ
っ
た
。
特
に
、

当
該
地
域
の
景
観
構
造
の
要
と
も
い
え
る
崖
線
は
、
丘
陵
南
北
の
開

放
的
な
直
線
形
か
ら
、
内
側
の
谷
戸
の
内
包
的
な
形
態
ま
で
変
化
に

富
ん
で
お
り
、
こ
の
地
形
的
な
特
徴
と
外
国
人
居
留
地
の
異
文
化
と

が
密
接
に
結
び
つ
き
、当
時
こ
こ
に
し
か
な
い
豊
か
な
風
景
が
広
が
っ

て
い
た
と
い
え
る
。
居
留
地
に
暮
ら
し
た
当
時
の
人
々
は
、
彼
ら
の

邸
宅
の
す
ぐ
裏
に
あ
る
こ
の
身
近
な
場
所
で
、
馬
車
や
人
力
車
な
ど

で
遊
行
し
、
社
交
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
外
国
人
遊
歩
道
で

撮
影
さ
れ
た
風
景
写
真
か
ら
は
、
山
下
居
留
地
と
山
手
居
留
地
と
い

う
外
国
人
専
用
区
の
外
に
お
け
る
、
居
留
地
で
花
開
い
た
も
う
一
つ

の
文
化
の
様
相
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
こ
の
原
稿
は
筆
者
の
２
０
０
８
（
平
成
２
０
）
年
の
既
発
表
論
文
⑿
と
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
に
提
出
し
た
修
士
論
文
「
景
観
の
修
復
と
再
生
に
よ
る
地

域
環
境
デ
ザ
イ
ン
―
横
浜
旧
居
留
地
に
お
け
る
景
観
構
造
の
分
析
と
そ
の
現

代
的
有
用
性
の
検
討
―
」
を
元
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
補
注
・
引
用
文
献
】

⑴　

横
浜
市
編
（
１
９
５
９
）：
横
浜
市
史
第
２
巻
：
８
３
２
―
８
３
５
頁

⑵ 　
「
横
浜
写
真
」
は
、
主
に
居
留
地
に
住
む
外
国
人
の
祖
国
へ
の
土
産
用
に

日
本
の
風
景
や
風
俗
を
撮
影
し
た
写
真
に
色
彩
を
施
し
た
も
の
で
、
横
浜

が
製
作
の
中
心
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
う
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、「
横
浜
絵
葉
書
」

は
、
横
浜
写
真
を
使
っ
て
つ
く
ら
れ
た
絵
葉
書
で
、
郵
便
制
度
の
施
行
以

降
に
発
売
さ
れ
日
本
人
の
間
で
も
流
行
し
た
。

⑶ 　

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
：
続
通
信
全
覧
類
輯
之
部
地
所
門　

横
濱
外

國
人
居
留
地
十
二
ヶ
條
覚
書
：
７
１
０
―
７
１
９
頁

⑷ 　

白
幡
洋
三
郎
（
１
９
９
５
）：
近
代
都
市
公
園
史
の
研
究
―
欧
化
の
系
譜
：
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思
文
閣
出
版
、
３
３
５
頁

⑸ 　

横
浜
開
港
資
料
館
編
（
２
０
０
６
）：
Ｆ
．
ベ
ア
ト
写
真
集
１
幕
末
日
本

の
風
景
と
人
び
と
：
明
石
書
店
、
１
９
９
頁

⑹ 　

横
浜
開
港
資
料
館
編
（
２
０
０
６
）：
Ｆ
．
ベ
ア
ト
写
真
集
２
外
国
人
カ

メ
ラ
マ
ン
が
撮
っ
た
幕
末
日
本
：
明
石
書
店
、
１
３
５
頁

⑺ 　

横
浜
都
市
発
展
記
念
館
・
横
浜
開
港
資
料
館
編
（
２
０
０
７
）：
文
明
開

化
期
の
横
浜
・
東
京
―
古
写
真
で
み
る
風
景
：
有
隣
堂
、
２
３
９
頁

⑻ 　

横
浜
開
港
資
料
館
編
（
２
０
０
３
）：
明
治
の
日
本
《
横
浜
写
真
》
の
世

界
：
有
隣
堂
、
２
６
３
頁

⑼ 　

横
浜
開
港
資
料
館
編
（
１
９
９
９
）：
１
０
０
年
前
の
横
浜
・
神
奈
川
―

絵
葉
書
で
み
る
風
景
：
有
隣
堂
、
３
４
９
頁

⑽ 　

長
崎
大
学
付
属
図
書
館
、幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
メ
タ
デ
ー
タ
・
デ
ー

タ
ベ
ー
ス http://oldphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/

（
２
０
１
８
年
９
月

２
７
日
ア
ク
セ
ス
）

⑾ 　

横
浜
開
港
資
料
館
に
は
本
研
究
で
取
り
上
げ
た
写
真
以
外
に
も
未
整
理

の
写
真
が
数
多
く
存
在
す
る
。
本
研
究
で
は
、
既
に
整
理
さ
れ
て
い
る
文

献
５
～
１
０
を
用
い
た
た
め
、
未
整
備
の
写
真
は
扱
い
き
れ
て
い
な
い
。

⑿ 　

飯
田
晶
子
・
石
川
幹
子
（
２
０
０
８
）
幕
末
・
明
治
期
の
横
浜
旧
居
留
地
・

外
国
人
遊
歩
道
に
お
け
る
文
化
的
景
観
に
関
す
る
研
究
―
「
横
浜
写
真
」・

「
横
浜
絵
葉
書
」
を
用
い
た
景
観
分
析
を
通
し
て
―
：
都
市
計
画
論
文
集
４

３
（
３
）、
５
４
１
―
５
４
６
頁

⒀ 　

視
野
の
範
囲
の
近
景
・
中
景
・
遠
景
と
は
、
文
献
１
５
の
景
観
用
語
事

典
の
定
義
を
用
い
、
近
景
を
視
点
か
ら
３
４
０
～
４
６
０
ｍ
ま
で
、
中
景

を
３
４
０
～
４
６
０
ｍ
か
ら
２･

１
～
２･

８
ｋ
ｍ
ま
で
、
遠
景
を
中
景
以

上
と
し
た
。
ま
た
、
視
線
の
向
き
に
関
し
て
も
、
同
じ
く
景
観
用
語
事
典

に
よ
る
仰
角
・
俯
角
の
指
標
を
用
い
、
俯
瞰
を
俯
角
マ
イ
ナ
ス
２
度
以
下
、

仰
視
を
仰
角
１
４
度
以
上
と
し
た
。

⒁ 　

中
区
制
５
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
（
１
９
８
５
）：
横
浜
中
区

史 

地
区
編
第
９
章
、
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
、
７
４
０
―
７
４
１
頁

⒂ 　

篠
原
修
（
２
０
０
７
年
）：
景
観
用
語
事
典
（
増
補
改
訂
版
）：
彰
国
社
、

３
５
５
頁
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